
第168回　 株式会社マテリアル

［会社概要］
代　表：代表取締役　細貝淳一氏
業　種：金属材料の販売、精密加工、CAD設計、
　　　  ITソリューションサービスなど
資本金：2001万円
従業員：30名（2020年9月現在）
所在地：東京都大田区南六郷3-22-11
T E L ：03-3733-3915
F A X ：03-3733-3819
ht tps://www.material -web.net/

　     TOKYO
ー輝く企業の現場からー
キラリ

社員の残業時間は、ほぼゼロ。長く活躍してもら
うため、「社員満足度」の向上には常に力を入れ
ている、と細貝氏

さまざまな金属材料を在庫として確保。おかげ
で、顧客からの急な発注にも素早く対応するこ
とが可能だ

見る人が見れば貴重な「つれづ連」発起人の3
ショット。この3名を中心に経営者が緩やかに連
携し、情報共有を図っている

代表取締役の細貝淳一氏（右）と、長男で取締役を務める細貝龍之介
氏（左）。まだ54歳の淳一氏だが、遠くない将来、龍之介氏に後を継が
せる意向だという

早く配送してほしいですよね。同様に、素早い納品は顧客に対

する最高のサービスなのです。在庫を減らして利益を増やす

より、ある程度の在庫を維持してお客さまのご要望に素早く対

処できることを、当社は優先しています」（細貝氏）

　細貝氏は15歳のとき、定時制高校に通いながら就職。苦労

の末、26歳で独立を果たした。創業当時はお金がなく、親しい

板金屋の一角を借りて溶接の仕事をしていたという。また、細

貝氏の熱意に打たれた取引先が発注をしてくれ、そこから信

用ができて仕事が広がったのも大きかった。

　「実績がなく、最初は金融機関も仕入れ先も相手にしてくれ

ませんでした。でも、そんななかでも私を支えてくれた人がい

て、本当にありがたかったですね。そして、私もいつか、周りの

人々を支える側に回りたいと考えたのです」（細貝氏）

　現在は経営のかたわら、経営者交流会などのまとめ役として

も働いている。たとえば、細貝氏が発起人となり、公社が支援し

ている異業種交流グループ「つれづ連（つれづれん）」はそのひ

とつ。また、大田区の町工場が中心となって、オリンピック冬季

顧客満足のため、あえて在庫を持つ経営方針

「下町ボブスレー」などで町工場のまとめ役に

がコラボし、互いに弱点を補い合うやり方もあるでしょう。そうし

て『株式会社大田区』が大きな利益を上げ、税金という形で社

会に還元できればいいですね」（細貝氏）

　ただし細貝氏には、そうした団体のトップに立つ気持ちはな

いようだ。

　「私はもう54歳。助言を求められれば精一杯応えますし、全

力で支援もしますが、株式会社大田区のリーダーはもっと若い

世代に担ってほしいですね。それに私自身は、何千人もの部下

から寄せられた提案を何日もかけて決裁する仕事は向いてい

ません。目の届く範囲で情報を集め、判断を下して行動できる、

中小企業の経営者が楽しいのです」（細貝氏）

　マテリアルは、アルミニウムなど金属材料の販売・加工を

手がける企業だ。ISO9001品質マネジメントシステム、JIS 

Q 9100航空宇宙 品質マネジメントシステムの認証を取得し、

高い品質・信頼性が求められる航空・宇宙・防衛産業に製品

を納めており、同時5軸マシニング加工も得意分野だ。

　同社がこうした高難易度の業務を手がけられるのは、優れ

た人材を数多くそろえているからだ。

　12人いるエンジニアのうち、9人が国家資格の1級技能士

を、3人が3級技能士を取得済み。毎週金曜日には外部から講

師を招き、社員が自由に参加して学べる「マテリアル技術塾」

を開催している。

　「技術的に難しい分野には新規参入企業が少なく、安売り

合戦にはなりません。だから当社は、社内塾などにより社員の

資格取得・技術力向上を全力で支援するのです」（細貝氏）

　同社の特徴のひとつが、大量の金属材料を在庫として抱え

ていること。最近は、「在庫は悪いもの」と考える経営者が多い

が、代表取締役を務める細貝氏の考えは逆だ。

　「家電量販店に行って好みの商品を見つけたとき、少しでも

町工場をつなぐ役割を

中小企業の連携を模索

「大田区はもちろん日本の各
地には、貴重な技術を持つ企
業が存在しています。もし、こ
れらが後継者不足や売り上
げ減などで失われてしまった
ら大変な損失だと思うので
す。中小企業同士で協力し、
日本のものづくりを盛り上げ
る取り組みは、今後も重要な
はずです」（細貝氏）

取材後記

細貝さんは「仲間との連携」を大事にされています。さまざまな

出会いを通して人がつながり、地域や中小・大企業の隔たりな

く仲間になり協働する。細貝社長の想いは、そのまま「未来のも

のづくり」の姿につながるのではないでしょうか。本誌P11の

「社長の一冊」を読むと、さらにその思いが強まります。

今日も細貝さんの周りで、未来につながる出会いが生まれてい

ます。      　　                           　　　（総務課　大場 順二）

競技大会のボブスレー（ソリ）を開発した、あの「下町ボブスレー

ネットワークプロジェクト」でも中心メンバーとして活躍した。

　「私が若かった頃はよく、隣の工場と工具を貸し借りしたも

のです。また、当社が苦しかったとき、仲間から仕事を回して

もらったこともありました。ところが最近は、町工場同士の連携

が減っています。そこで、大田区の工場に声をかけ、皆でア

ピールする機会を設けようと考えたのです。最終的には40社

くらいが集まり、ソリを完成させました」（細貝氏）

　現在の細貝氏の目標は、「株式会社大田区」を設立すること

だ。大田区内にある複数の企業が連携し、試作から量産まで一

手に引き受ける。また、東大阪市など他地域の企業とも連携し

て、全国に仕事と情報を流す仕組みをつくる構想だ。

　「“下町ボブスレー”に関わったおかげで、大田区、そして全

国に素晴らしい町工場があると知りました。それぞれが得意分

野を生かして開発する仕組みを築くことができれば、日本のも

のづくりはさらにパワーアップできると思うのです。また、中小

企業には小回りがきくという利点もあります。大企業と中小企業

・　・

将来の目標は「株式会社大田区」の設立
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